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あ
ら
ま
し

◆第２回（６月）定例会は、５月31日から６月20日までの21日間にわたり開催され、
報告12件のほか、人事案件や補正予算など22件が市長から提出されました。議案は、
審査の結果、いずれも原案のとおり、可決・承認されました。また、一般質問では８
名の議員が登壇し、市の方針等を質しました。

第
２
回
定
例
会
の
経
過

※
議
案
の
内
容
は
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら 

　
５
月
31
日（
金
）【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　　
【
本
会
議
】開
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
期
の
決
定
、
諸
般
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
の
上
程
、
提
案
理
由
の
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
会
付
託
（
請
願
）

　
６
月
４
日（
火
）【
本
会
議
】一
般
質
問

　
　
　
５
日（
水
）【
本
会
議
】一
般
質
問

　
　
　
７
日（
金
）【
本
会
議
】議
案
質
疑
、
委
員
会
付
託

　
　
　
11
日（
火
）【
総
務
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
12
日（
水
）【
教
育
厚
生
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
14
日（
金
）【
予
算
決
算
常
任
委
員
会
】付
託
案
件
の
審
査

　
　
　
20
日（
木
）【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
　
　
　
　
　
【
全
員
協
議
会
】　

　
　
　
　
　
　
　【
本
会
議
】委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
質
疑
、
討
論
、
採
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
員
の
派
遣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閉
会

令和6年 第２回定例会第２回定例会

　先日、2014 年の発表以来、10年振りに人口戦略会
議から「消滅可能性自治体」が公表されました。本市は
10年前の分析より若年女性の増減率の想定が若干低く
なったものの、依然として減少率が 59.6％と高く、消
滅可能性自治体として名が挙がっていますが、消滅可能
性自治体の如何にかかわらず、市民の皆さまがこのまち
で暮らしたい、暮らし続けたいと思えるような施策を講
じ続けるのが私の責務であります。
　この 10年間、この状況からの脱却を目指し、コロナ
禍を経て、新しい局面を迎える中で、今後は、これまで
の 10年間を検証し、アジャイルに施策を講じながら、本市の「暮らしやすさ」や「魅力」を上げるた
めに市役所が一丸となり、必要であれば躊躇せず抜本的な見直しを行っていかなければなりません。
　将来に希望がもてるまちづくりに向けて、今後とも、共に力を合わせてまいりたいと思いますので、
どうか市民の皆さま並びに議員各位におかれましては、引き続きご理解とご協力を賜りますようよろし
くお願い申し上げます。

第２回定例会　市長あいさつ及び提案理由の説明� 　第２回（６月）定例会（一部抜粋）
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審査の内容を一部抜粋してお伝えします。議決結果は８ページをご参照ください。

令和６年第２回行方市議会定例会 付託案件の審査

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
行
方

市
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
令
和
５
年
法
律
第
48
号
）
の
う
ち
、
一
部

改
正
規
定
が
令
和
６
年
５
月
27
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
改
正
法
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
行
方
市

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の

利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
（
平

成
27
年
行
方
市
条
例
第
24
号
）
の
一
部
を
改
正
し
、
同

日
か
ら
施
行
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

　
市
民
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
率
、ま
た
、

本
市
が
目
指
す
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
は

　
申
請
率
は
82
・
９
％
、
交
付
率
は
75
・
２
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
に
つ
い
て

は
、「
書
か
な
い
窓
口
」
等
、
市
民
の
手
間
を
省
け
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
な
が

ら
、
取
得
率
１
０
０
％
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。今
後
も
、国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

市
に
お
い
て
も
十
分
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
関
係
す

る
部
局
と
調
整
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
務
委
員
会

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　（
行
方
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
）

　
令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
地
方
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
６
年
法
律
第
４
号
）

が
令
和
６
年
３
月
30
日
に
公
布
さ
れ
、
令
和
６
年
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
行
方
市
税
条

例
（
平
成
17
年
行
方
市
条
例
第
54
号
）
の
一
部
を
改

正
し
、
同
日
か
ら
施
行
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に

よ
る
も
の

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　（
行
方
市
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
）

　
令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
過
疎
地
域
の
持

続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
24
条
の

地
方
税
の
課
税
免
除
又
は
不
均
一
課
税
に
伴
う
措
置

が
適
用
さ
れ
る
場
合
等
を
定
め
る
省
令
（
令
和
３
年

総
務
省
令
第
31
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
が
令

和
６
年
３
月
30
日
に
公
布
さ
れ
、
令
和
６
年
４
月
１

日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
行
方
市
過
疎
地
域

に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例

（
令
和
３
年
行
方
市
条
例
第
24
号
）
の
一
部
を
改
正

し
、
同
日
か
ら
施
行
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ

る
も
の

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　（
行
方
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
及
び
行
方

市
こ
ど
も
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
）

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
の
組
織
変
更
に
伴
い
、

行
方
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
（
平
成
25
年
行

方
市
条
例
第
38
号
）及
び
行
方
市
こ
ど
も
館
条
例（
平

成
28
年
行
方
市
条
例
第
12
号
）
の
一
部
を
改
正
し
、

同
日
か
ら
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
た
め

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　（
行
方
市
医
療
福
祉
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

　
茨
城
県
の
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
（
マ
ル
福
）
の

改
正
に
伴
う
予
算
が
令
和
６
年
３
月
26
日
に
議
決
さ

れ
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
新
制
度
が
開
始
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
県
に
合
わ
せ
て
制
度
を
拡
充
す
る

た
め
、行
方
市
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例（
平

成
17
年
行
方
市
条
例
第
87
号
）
の
一
部
を
改
正
し
、

同
日
か
ら
施
行
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
も

の 教
育
厚
生

員
委

会
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▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　（
行
方
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
）

　
令
和
６
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
地
方
税
法
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
６
年
政
令
第

１
３
６
号
）
が
令
和
６
年
３
月
30
日
に
公
布
さ
れ
、

令
和
６
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

行
方
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
（
平
成
17
年
行
方
市

条
例
第
58
号
）
の
一
部
を
改
正
し
、
同
日
か
ら
施
行

す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

▼
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

　
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
５
年
法
律
第
48
号
）
の
施
行
に

よ
り
、
現
行
の
被
保
険
者
証
は
改
正
法
の
施
行
日
以

降
は
発
行
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
に
伴
い
、
規
約
別
表

中
の
被
保
険
者
証
等
の
用
語
の
整
理
を
行
う
他
、
関

係
市
町
村
の
共
通
経
費
負
担
金
の
納
入
額
算
出
に
用

い
る
人
口
及
び
高
齢
者
人
口
の
算
出
基
準
日
な
ど
の

整
理
を
行
う
も
の

　
【
請
願
者
】　

　
茨
城
県
厚
生
連
労
働
組
合

　
　
　
　
中
央
執
行
委
員
長　
宇
留
野　
正
志

　
【
紹
介
議
員
】　
髙
野　
市
郎

　【
委
員
会
の
意
見
】

　
願
意
に
つ
い
て
は
十
分
に
理
解
で
き
る
が
、
実

現
性
を
鑑
み
た
場
合
、
現
時
点
で
は
趣
旨
採
択
す

べ
き
も
の
と
す
る

審
査
の
結
果

　
趣
旨
採
択

鹿
行
地
域
の
医
療
体
制
充
実
・
な
め
が
た
地
域

医
療
セ
ン
タ
ー
の
機
能
回
復
を
、
市
議
会
と
し

て
、
茨
城
県
と
茨
城
県
厚
生
連
に
求
め
る
請
願

請
願
の
要
旨

１　
鹿
行
地
域
の
医
療
体
制
の
維
持
・
充
実
の
た

め
、
茨
城
県
厚
生
連
な
め
が
た
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
の
医
師
確
保
と
運
営
費
確
保
に
つ
い

て
、
市
議
会
と
し
て
、
茨
城
県
と
県
厚
生
連

に
要
請
す
る
こ
と
。

２　
現
行
の
外
来
全
科
、
透
析
セ
ン
タ
ー
を
含
め

た
全
部
門
の
診
療
体
制
が
維
持
さ
れ
る
よ

う
、
茨
城
県
厚
生
連
へ
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
県
と
し
て
の
支
援
や
補
助
に
つ
い
て
茨

城
県
へ
も
要
請
す
る
こ
と
。

３　
な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
救
急
受

け
入
れ
体
制
（
日
中・夜
間
）
再
開
の
た
め
、

採
り
う
る
方
策
を
茨
城
県
厚
生
連
お
よ
び
茨

城
県
や
関
係
各
所
と
と
も
に
検
討
し
実
施
す

る
こ
と
。

４　
入
院
・
手
術
機
能
を
段
階
的
に
回
復
さ
せ
る

よ
う
、
茨
城
県
厚
生
連
へ
の
働
き
か
け
と
、

県
と
し
て
の
支
援
や
補
助
を
お
こ
な
う
こ
と

を
茨
城
県
へ
要
請
す
る
こ
と
。

５　
行
方
市
と
し
て
、
２
０
２
３
年
12
月
に
茨
城

県
厚
生
連
と
行
方
市
の
間
で
締
結
さ
れ
た

「
地
域
医
療
連
携
協
定
」
の
中
身
を
よ
り
具

体
化
し
、
地
域
医
療
体
制
の
拡
充
を
進
め
る

こ
と
。

請
　
願

　請願に対する議会の意思決定は、理論的に
は「採択」か「不採択」の２種類しかありま
せんが、議会としては請願の願意については
十分に理解できるが、実現性の面で確信が持
てないといった場合に採られる
請願に対しての決定の方法をい
います。

議会メモ：
「趣旨採択」とは…
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▼
令
和
６
年
度
行
方
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

　
一
般
会
計
に
補
正
の
必
要
が
生
じ
た
の
で
、
地
方

自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
２
１
８
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
提
案
す
る
も
の

　
　
　
企
画
事
務
費

　
移
動
市
役
所
業
務
委
託
料
に
お
け
る
事
業
内
容

に
つ
い
て

　
高
齢
化
や
公
共
交
通
の
脆
弱
化
に
よ
り
移
動
手

段
の
確
保
が
難
し
く
、
市
役
所
な
ど
に
行
く
こ
と

が
難
し
い
と
い
っ
た
市
民
の
方
々
か
ら
の
声
を
受

け
、
市
民
に
よ
り
近
い
と
こ
ろ
に
出
向
き
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
も
の
が
移
動
市
役
所
と

な
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
交
付
金
を
活
用
す
る
も
の
で
す
。

　
現
時
点
で
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
サ
イ
ズ
の

車
両
内
に
パ
ソ
コ
ン
や
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
等

を
備
え
、
３
地
区
を
巡
回
す
る
よ
う
な
ル
ー
ト
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
早
け
れ
ば
来
年
の
１
月
を
目

途
に
、
運
用
を
開
始
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
　
予
防
接
種
事
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
費
用
助
成
金

の
対
象
者
及
び
接
種
費
用
に
つ
い
て

　
本
年
４
月
か
ら
予
防
接
種
法
上
の
Ｂ
類
疾
病
と

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
個
人
の
重
症
化
予
防
を
目

的
と
し
た
秋
冬
の
定
期
接
種
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

個
人
負
担
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

定
期
接
種
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
65
歳
以
上
の

方
と
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
で
、
心
臓・腎
臓・

呼
吸
器
・
ヒ
ト
免
疫
不
全
等
の
障
害
が
あ
る
方
と

な
り
ま
す
。

　
接
種
費
用
に
つ
い
て
は
、
国
で
は
１
万
５
３
０
０

円
程
度
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
８
３
０
０
円

を
国
が
助
成
し
、
個
人
の
自
己
負
担
は
７
千
円
程

度
と
な
り
ま
す
が
、
本
市
に
お
い
て
３
５
０
０
円

を
助
成
し
、
最
終
的
な
自
己
負
担
額
は
３
５
０
０

円
程
度
と
な
り
ま
す
。

▼
令
和
６
年
度
行
方
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　
水
道
事
業
会
計
に
補
正
の
必
要
が
生
じ
た
の
で
、

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
２
１
８

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
提
案
す
る
も
の

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
（
令
和
５
年
度
行
方
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

11
号
）
に
つ
い
て
）

　
令
和
５
年
度
行
方
市
一
般
会
計
に
補
正（
第
11
号
）

の
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

　
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
募
集
事
業

　
行
方
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
お
け
る
ク
レ

ジ
ッ
ト
収
納
手
数
料
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
令
和
６
年
３
月
ま
で
に
納

め
ら
れ
た
金
額
に
対
し
て
精
査
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

手
数
料
の
金
額
に
な
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
の

さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ト
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
使
用
し
た

手
数
料
の
計
算
結
果
と
な
り
ま
す
。

常
任

予
算
決
算

員
委

会
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▼
令
和
５
年
度
行
方
市
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

▼
令
和
５
年
度
行
方
市
一
般
会
計
事
故
繰
越
し
繰
越

計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

▼
令
和
５
年
度
行
方
市
一
般
会
計
継
続
費
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

▼
令
和
５
年
度
行
方
市
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計

算
書
の
報
告
に
つ
い
て

▼
令
和
５
年
度
行
方
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越

計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

各委員会への 付託が省略された議案
議決結果は８ページをご参照ください。

～　議会へ請願・陳情される方へ　～

請願・陳情とは、市民が市政についての要望や意見を直接「議会」に提出する方法です。

※　請願書（陳情書）はその要旨、理由を簡単に
分かりやすく書いてください。

※　提出年月日、請願（陳情）者の住所、署名又
は記名押印してください。

※　請願書は、１人以上の紹介議員が必要で、表紙
に自筆による署名又は記名押印が必要です。

※　紹介議員がつかないときは、陳情書としてく
ださい。

※　提出方法については、議会事務局へお問い合
わせください。

○○○に関する
請願（陳情）書

紹介議員
署名又は
記名押印　　　　　印

○○○に関する請願
（陳情）

1. 要旨
2. 理由

令和　年　月　日
請願（陳情）者の住所
署名又は
記名押印　　　　　印
行方市議会議長　　殿

（表紙例） （内容例）

▼
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律(

昭
和
26
年
法
律

第
88
号)

第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
議
案
と
し
て
、
議
案
第
32
号
か
ら
議

案
第
50
号
ま
で
の
19
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
６
年
９
月
２
日
か
ら
令
和
９
年
９

月
１
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

行方市議会では、夏の軽装（クールビズ）を
推進しています

期間：５月１日～ 10月 31日

　今定例会では、ノーネクタイ、ノー上着で一般質問
等を行いました。



なめがたネット放送局を検索し、市議会録画中継へ
これまでの録画中継はこちらから▶

本会議の様子を「なめがたエリアテレビ」にて、
生中継しています。

　インターネット（パソコン、スマホ）
では、録画中継をしています。
　現在、平成 29年第２回定例会から
令和６年第１回定例会までがご覧にな
れます。準備が整い次第、令和６年第
２回定例会も公開いたします。

なめがたエリアテレビ視聴方法のご案内
　防災対応型エリア放送「なめがたエリアテレビ」については、微弱な電波での許可のため、防
風林等の遮蔽物により、ご家庭での受信に格差が生じており、大変ご迷惑をお掛けしています。
　「なめがたエリアテレビ」をご視聴いただくためには、ご家庭のテレビでチャンネルスキャンを
していただく必要がございます。

　　※チャンネルスキャンの方法はこちらから▶

　なお、電波受信エリアであっても、チャンネルスキャンの結果、受信できない場合は、市負担
による専用アンテナ設置等の工事を実施しますので、お手数でも事業推進課までご連絡ください。

　【問い合わせ】　事業推進課（麻生庁舎）
　　　　　　　　エリアテレビお問い合わせ専用　フリーダイヤル　０１２０－７２－０８１８

7 行方市議会だより No.76

本会議の内容を知りたい
「行方市議会　会議録検索システム」

　本会議の内容は、なめがた
エリアテレビや、インター
ネット録画中継でもご覧にな
れますが、会議の公式記録は
会議録となります。会議録は、
インターネットにて全文を確
認できます。
　市議会ホームページで「会
議録」を選択してください。
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《市長提出議案》

令和６年第２回行方市議会定例会　提出議案議決結果
議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会

報告第 ７ 号
専決処分の承認を求めることについて
（行方市行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例の一部を改正する条例について）

原案承認（全会一致） 総務委員会

報告第 ８ 号 専決処分の承認を求めることについて
（行方市税条例の一部を改正する条例について） 原案承認（全会一致） 総務委員会

報告第 ９ 号
専決処分の承認を求めることについて
（行方市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条
例の一部を改正する条例について）

原案承認（全会一致） 総務委員会

報告第 10号
専決処分の承認を求めることについて（行方市子ども・子育
て会議条例及び行方市こども館条例の一部を改正する条例に
ついて）

原案承認（全会一致） 教育厚生委員会

報告第 11号
専決処分の承認を求めることについて
（行方市医療福祉費の支給に関する条例の一部を改正する条
例について）

原案承認（全会一致） 教育厚生委員会

報告第 12号 専決処分の承認を求めることについて
（行方市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について） 原案承認（全会一致） 教育厚生委員会

報告第 13号 専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度行方市一般会計補正予算（第 11号）について） 原案承認（全会一致） 予算決算常任委員会

報告第 14号 令和５年度行方市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につ
いて ― ―

報告第 15号 令和５年度行方市一般会計事故繰越し繰越計算書の報告につ
いて ― ―

報告第 16号 令和５年度行方市一般会計継続費繰越計算書の報告について ― ―

報告第 17号 令和５年度行方市水道事業会計予算繰越計算書の報告につい
て ― ―

報告第 18号 令和５年度行方市下水道事業会計予算繰越計算書の報告につ
いて ― ―

議案第 32号 農業委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 33号 農業委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 34号 農業委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 35号 農業委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 36号 農業委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 37号 農業委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 38号 農業委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 39号 農業委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 40号 農業委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 41号 農業委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 42号 農業委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 43号 農業委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 44号 農業委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 45号 農業委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 46号 農業委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 47号 農業委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 48号 農業委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 49号 農業委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 50号 農業委員会委員の任命について 原案同意（全会一致） ―
議案第 51号 茨城県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 原案可決（全会一致） 教育厚生委員会
議案第 52号 令和６年度行方市一般会計補正予算（第１号）について 原案可決（全会一致） 予算決算常任委員会
議案第 53号 令和６年度行方市水道事業会計補正予算（第１号）について 原案可決（全会一致） 予算決算常任委員会

《請願・陳情》
議案番号 件　　　　　　　名 議決結果 付託委員会

請願第 １ 号 鹿行地域の医療体制充実・なめがた地域医療センターの機能
回復を、市議会として、茨城県と茨城県厚生連に求める請願 趣旨採択 教育厚生委員会
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第２回（６月）定例会で補正された予算（令和６年度）
議案番号 補正額（総額） 主な内容 議決結果

議案第 52 号
一般会計補正予算

（第１号）

５億 4,597 万１千円 増額
（196 億 4,597 万１千円）

　・企画事務費（移動市役所業務委託料ほか）/　
� 2,150 万円
　・新たな低所得世帯支援及び定額減税補足給付事業　/
� ２億 9,934 万２千円
　・予防接種事業　/　7,866 万３千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

原案可決
（全会一致）

議案第 53 号
水道事業会計

補正予算
（第１号）

【収益的収入】
38 万円 増額

（９億 2,300 万４千円）
【収益的支出】
38 万円 増額

（８億 769 万１千円）

【収益的収入】
　・水道基本料金減免分　/　△ 5,125 万５千円
　・光熱費高騰対策支援事業補助金
　　（水道基本料金減免分＋委託料）/　5,163 万５千円

【収益的支出】
　・委託料（水道料金システム改修費ほか）　/　38 万円

原案可決
（全会一致）

※補正予算は予算決算常任委員会に付託されました。

第２回（６月）定例会で補正された予算（令和５年度）
議案番号 補正額（総額） 主な内容 議決結果

報告第 13 号
一般会計補正予算

（第 11 号）

１億 5,688 万３千円 増額
（204 億 1,505 万１千円）

〇専決処分の承認を求めることについて
　・ふるさと応援寄附金募集事業　/　693 万円
　・財政調整基金積立金　/　6,373 万９千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

原案承認
（全会一致）

スマホで読める！議会だより
デジタルブック配信しています

※　デジタルブックの配信は発行日の 10 日後となります。

無料アプリ『カタポケ』
このアイコンが目印です。

○ブラウザでもアプリでも、スマホやタブレットで読めます。
○ 10 言語で読めます。
○音声読み上げもできます。
○文字サイズを調整できます。
　※ブラウザは音声読み上げに対応しておりません。

音声読み上げには無料アプリ（カタポケ）の
インストールが必要です。


